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漢方草飼料肥育による“くりこま漢方和牛”の生産・販売とブランド化の確立

直卸販路・飲食店
小売・通販市場
【ブランド確立】

【代表者】

マーケティング機能・
飲食店舗網・直売店

(株)ダイチ

商品開発・需要開拓

連携体

(株)ダイチの加工場新設により“くりこま漢方和牛”の全量買取が可
能。関村清幸は、全量買取によって収入安定・ブランド訴求できること
から、飼育期間を２ヶ月伸ばして品質向上へ着手。出荷月齢を伸ばす
ことで、肉が枯れる（締まる）ため肉質が向上する（完熟仕上）が、その
ためには新配合の肥育飼料と新たな仕上手法研究が必要となる。ま
た、商品開発については、ライフスタイルを考えたヘルシーな商品づく
りを目指す。そして、直売所での小売や、カタログ通販・ネット通販など
「直販」強化により需要開拓を行う。

連携による効果

代表企業等の連絡先

農林漁業者 ４年で連携事業による売上高３，０５０万円、出荷先一元化による安定収入の確立

中小企業者 ４年で新商品の売上高４，６００万円、地域ブランド“くりこま漢方和牛”の確立

企 業 等 名 ：
Ｔ Ｅ Ｌ ：
E - m a i l ：

株式会社ダイチ
0228-22-3100
daichi@crest.ocn.ne.jp

所 在 地 ：
Ｆ Ａ Ｘ ：
ﾎ ｰ ﾑ ﾍ ﾟ ｰ ｼ ﾞ ：

宮城県栗原市築館字照越永平1-1
0228-22-3301
http://www.kanpogyu-daichi.co.jp/

農林漁業者 関村 清幸 （農業）

中小企業者 (株)ダイチ （飲食料品卸売業）

サポート機関等

(株)ダイチによるくりこま漢方和牛の全量買取が可能になったことから収入の安定が図られ、高い収益性が期待される。

漢方草を自家配合した飼料を用いて肥育した黒毛和牛（脂の旨み）と褐毛和牛（肉の旨み）の自然交配種による和牛を、消費
者に直接提供するとともに、“くりこま漢方和牛”ブランドを小売・通販市場で確立し、その展開を図る。

連携に当たっての課題や工夫等

(株)ダイチは、関村清幸のパートナー販売会社として「漢方草を自家
配合した飼料を用いて肥育した漢方牛」を手探りながら独自に販路開
拓を展開していたが、現在の「新生漢方牛」は、業務用市場には一定
の認知をされているものの、小売・通販市場での認知度・理解度はい
まひとつという状況であり、新たに消費者ブランドを確立する必要性を
互いに共感し連携に至った。

連携の経緯

１４種類の漢方草を自家配合した飼料を用いて肥育した黒毛和牛と褐毛和牛の自然交配による和牛を生産・提供する。

直売所等により直接提供するなど小売・通販市場で “くりこま漢方和牛”ブランドを確立し、販路拡大を図る。

（財）みやぎ産業振興機構、地域活性化支援事務局

小売・直販の強化により需要開拓、消費者ブランドを確立することで販路拡大が図られ、経営向上が期待される。

くりこま漢方和牛

③新たな作目や品種の特徴を活かした需要拡大


